
１． 開 催 日 時 ： 令和５年１０月１２日（木）　１０：４５～１２：１５

２． 会 場 ： 札幌市立新札幌わかば小学校

３． 参 加 者 ： 札幌市立新札幌わかば小学校４年生６６名

４． 主 催 ： 国土交通省北海道運輸局札幌運輸支局

５． 協 力 ： ＮＰＯ法人 手と手

６． 後 援 北海道

7． 実 施 概 要 ：

8． 参加者の感想

・障がいを持った方が困っていたら、どの様に声をかければ良いか教えてもらい勉強に
なりました。
・体験をする事で、どれだけ苦しい生活をしているか分かりました。
・段差を乗り越える時の工夫がよく分かった「車いす体験」が一番心に残りました。

バリアフリー教室（新札幌わかば小学校）実施概要

  児童を２つのグループに分け、視覚障がい者疑似体験はふれあいルー
ム、車いす体験は体育館を発着会場として実施した。
　視覚障がい者疑似体験は、まず「音」が生活をする上で重要な要素で
ある事を理解した。その後、体験者と誘導者で一組となり、階段を使用
したコースで水飲み場利用の困難さ等を学んだ。
　車いす体験では、車いすの使用方法を理解した後、図書室での狭隘走
行やマットを使った乗降等を体験した。途中、多目的トイレの仕組みも
学んだ。


